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1. 会誌の名称と目的 
本誌は，和文名『東南アジア―歴史と文化―』，英文名 Southeast Asia: History and 

Culture と称し，東南アジア学会の会誌として，会員による研究成果の発表およびこれ
に関連する情報を提供するため，年 1 回 12 月に刊行されます。 

 
2. 投稿資格 

該当年の会費を納入した東南アジア学会の会員は本誌に自由に投稿することができ
ます。ただし，編集委員会は会員または非会員に対して寄稿を依頼することがありま
す。連名による共著の場合，共著者のうち少なくとも 1 名が会員である必要がありま
す。掲載料の徴収，稿料の支払いはいたしません。 

 
3. 掲載原稿 

本誌は東南アジアの歴史と文化に関連する幅広い分野において学術的発展に貢献す
る原稿を掲載します。その種類としては以下のものがありますが, これらに完全に当て
はまらないものでも, 学術的価値の高い原稿は掲載を検討しますので, ぜひ編集委員会
にご相談ください。 

 
（1）原稿の種類 

(i) 単独掲載原稿 
a. 論文（研究成果の発表） 
b. 研究ノート（試論的報告，史料・資料の提供など） 
c. 書評論文（書評の形式をとった論考） 
d. 研究展望（研究分野または学界全体の動向の展望） 
e. 資料紹介（主に未利用の資料を紹介するもの） 
f. 書評・新刊書紹介（新刊書・研究活動などの紹介） 
g. 著者からの応答（本誌掲載済の書評・新刊書紹介に対する著者からの応答） 



 
（ii）特集 

イントロダクションと, 3 本以上の論文または研究ノートで構成されます。イン
トロダクションは, 論文よりも短いものとします。査読の結果, 論文または研究ノ
ートの数が 3 本を下回った場合は, 特集としての掲載はできず, 単独の論文または
研究ノートとしての掲載となります。本学会の研究大会・地区例会で行われたパネ
ル報告の投稿を歓迎しますが, それ以外の企画も投稿できます。 

 
（2）原稿の分量・形式 

原稿は，38 字×32 行で作成してください。原稿の分量は，論文･研究ノート･書評
論文･研究展望・資料紹介が注・参考文献・図表を含めて 20 ページ以内，書評・新刊
書紹介および著者からの応答が 5 ページ以内とします。また，論文･研究ノート･書評
論文･研究展望・資料紹介については 500 語以内の英文要旨をつけてください。 

 
4. 原稿の作成 

1.  原稿の作成にあたってはワープロまたはパソコンを使用するとともに，別途に定め
る執筆要領に従ってください。執筆要領は，学会 web サイトに掲載されていま
す。 

2.  執筆言語は日本語または英語とします。日本語の場合，常用漢字･現代仮名遣いを
使用してください。英文校正を必要とされる方は, 事前に済ませてから提出して下
さい。 

 
3.  写真や図版を掲載する際には, 著作権に十分ご注意下さい。可能な限り, 原稿執筆

者が撮影・作成したものをご使用ください。 
 
5. 投稿の条件 

原稿は未公刊のものに限り，他誌で審査中のものは二重投稿と見なします。剽窃・
二重投稿は，学会細則第 4 条(2)に該当する行為として扱います。博士論文や修士論
文をもとにした原稿を投稿する際には，「本稿は, ～～大学大学院～～研究科提出の博
士論文の一部に，加筆修正を行った」などと注や付記で明記してください。 

 
6. 投稿の手続き 

1.  原則として電子文書とし，Ｅメールの添付ファイルで受け付けます。原稿とは別
に，表題，執筆者の氏名，所属，郵便宛先，電話番号，メールアドレスをお伝えく
ださい。 

2.  締切日は 3 月 31 日です。厳守をお願いいたします。 



3.  論文･研究ノート･書評論文･研究展望・資料紹介 については，投稿，依頼を問わず
原稿は，別途に定める査読規程に基づき, 原則として 2 名の査読者（レフェリー）
による査読の上，編集委員会がその採否ならびに分類を決定します（特集に含まれ
るイントロダクション, 論文、研究ノートも同様です）。書評・新刊書紹介および
著者からの応答 につきましても, 編集委員会が内容を確認し, 場合によっては掲載
をお断りする場合があります。いずれの場合も，原稿採用の条件として編集委員会
から原稿の修正をお願いする場合があります。 

4.  採用が決まりましたら，ファイルをＥメールの添付ファイルでお送りいただくとと
もに，必要に応じて最終原稿のプリント・アウトを編集委員会へ送付して下さい。 

5.  著者による校正は原則として初校のみとします。誤植以外の変更は必要最低限にし
てください。加筆および訂正が必要以上に多い場合には，費用を負担していただく
ことがあります。 

6.  採用された原稿について，抜き刷りの贈呈はありません。ただし，紙媒体の刊行と
同時に（場合によってはより早期に）PDFが J-Stage の webサイト上で公開され
入手可能になります（下記「7．web公開」「8．早期公開」参照）。 

7.  原則として，投稿時に提出された電子媒体などは返却いたしません。 
 
7．web 公開 

本誌は第 55 号（2026 年 12 月刊行）より, 紙媒体の刊行と同時に web 上でも一般
公開されます。 

 
8．早期公開 

書評・新刊書紹介および著者からの応答を除く原稿は, 投稿者が希望すれば, 査読
や編集を終えて掲載が認められた時点で, J-Stage の web サイトで早期公開すること
ができます。早期公開された原稿には DOI が付与され, 刊行済み原稿と同じ取り扱い
をすることができます。早期公開の期間は, 会誌本体が刊行されるまでとします。早期
公開後の原稿を, 会誌刊行時に改訂することは認められません。 

 
9. 著作権の譲渡 

採用原稿については，著作権のうち，複製権，翻訳･翻案権，公衆送信･伝達権を学
会長に譲渡していただきます。著作権についての詳細は別途に定める著作権規程に従
います。 

 
10. 投稿および問い合わせ先 
『東南アジア―歴史と文化―』編集委員会にご連絡ください。編集委員会の連絡先は学 
会 web サイトをご覧ください。 



 
11. 本規程の改廃 
本規程の改廃は，理事会の承認によっておこないます。 


